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(54)【発明の名称】 内視鏡

(57)【要約】
【課題】湾曲操作片を親指の指先で上下方向に移動操作
する際に指先が湾曲操作片から滑らず、湾曲操作を円滑
に行うことができる内視鏡を提供すること。
【解決手段】挿入部２の先端付近に設けられた湾曲部３
が、挿入部２の基端に連結された操作部１のグリップ部
１ａの上方の後面に配置された湾曲操作片１１を上下方
向に移動操作することにより屈曲するようにした内視鏡
において、湾曲操作片１１の側縁部に、後方に向かって
隆起した土手状部１２を形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】挿入部の先端付近に設けられた湾曲部が、
上記挿入部の基端に連結された操作部のグリップ部の上
方の後面に配置された湾曲操作片を上下方向に移動操作
することにより屈曲するようにした内視鏡において、
上記湾曲操作片の側縁部に、後方に向かって隆起した土
手状部を形成したことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】上記土手状部が、上記湾曲操作片の左右両
側縁部に形成されている請求項１記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡には一般に、挿入部の先端付近に
湾曲部が形成されていて、挿入部の基端に連結された操
作部の湾曲操作片を移動操作することにより、湾曲部が
屈曲するようになっている。
【０００３】そのような湾曲操作片の配置には幾つかの
タイプがあるが、例えば気管支検査用の内視鏡等のよう
に湾曲部が上下二方向のみに屈曲するものでは、操作部
のグリップ部の上方の後面に湾曲操作片が配置されてい
て、グリップ部を握った手の親指で湾曲操作片を上下方
向に移動させて湾曲操作を行うようになっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】図４は、上述のような
従来の内視鏡を上方から見た状態を示しており、湾曲操
作片１１は、操作部１の側面位置に回転中心軸Ｘを有す
る操作レバー１０を、操作部１の後面に沿うようにほぼ
直角に曲げて形成されており、操作者の親指の先が触れ
る指先係合面１１ａには滑り止め用の横溝（ローレッ
ト）が形成されている。
【０００５】しかし、そのような湾曲操作片１１を親指
の指先で上下方向（図４においては紙面に垂直な方向）
に移動させる操作を行うと、親指の指先が二点鎖線で示
されるように横方向に滑って湾曲操作片１１から外れて
しまい、円滑な湾曲操作を行うことができない場合が少
なくない。
【０００６】そこで本発明は、湾曲操作片を親指の指先
で上下方向に移動操作する際に指先が湾曲操作片から滑
らず、湾曲操作を円滑に行うことができる内視鏡を提供
することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡は、挿入部の先端付近に設けられた
湾曲部が、挿入部の基端に連結された操作部のグリップ
部の上方の後面に配置された湾曲操作片を上下方向に移
動操作することにより屈曲するようにした内視鏡におい
て、湾曲操作片の側縁部に、後方に向かって隆起した土
手状部を形成したものである。
【０００８】なお、土手状部が、湾曲操作片の左右両側*
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*縁部に形成されていてもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は内視鏡を示しており、可撓管状の挿入
部２の先端寄りの部分に湾曲部３が形成されている。
【００１０】挿入部２の基端は操作部１の下端部に連結
されており、操作部１のうち挿入部２が連結されている
側の半部（下半部）は、操作者によって把持されるグリ
ップ部１ａになっている。
【００１１】また、操作部１のグリップ部１ａより上方
の部分には、前面側に吸引操作ボタン４、上端部に接眼
部５が各々配置されると共に、湾曲部３を遠隔的に屈曲
操作するための湾曲操作片１１が後面側に配置されてい
る。
【００１２】湾曲操作片１１は、操作部１の側面位置に
回転中心軸Ｘを有する操作レバー１０を、平面図である
図３に示されるように、操作部１の後面に沿うようにほ
ぼ直角に曲げて形成されている。
【００１３】そして、グリップ部１ａを握る操作者の手
の親指で、湾曲操作片１１を図２に示される矢印Ａ方向
（下方向）に移動操作することにより湾曲部３が矢印Ｂ
方向に屈曲し、逆方向の操作により逆方向に屈曲する。
【００１４】このような湾曲操作片１１の、操作者の親
指の先が触れる指先係合面１１ａには滑り止め用の横溝
（ローレット）が形成されており、さらに、湾曲操作片
１１の左右両縁部には、図３に示されるように、後方に
向かって隆起した土手状部１２が形成されている。
【００１５】したがって、図１に示されるように、操作
者が湾曲操作片１１の指先係合面１１ａに係合する親指
の指先で湾曲操作片１１を上下方向に移動操作したと
き、その指先が左右に滑っても土手状部１２にぶつかる
ことにより指先係合面１１ａから外れないので、湾曲操
作を円滑に行うことができる。
【００１６】
【発明の効果】本発明によれば、後方に向かって隆起し
た土手状部を湾曲操作片の側縁部に形成したことによ
り、操作者が湾曲操作片を親指の指先で上下方向に移動
操作したとき、その指先が左右に滑っても土手状部にぶ
つかることにより湾曲操作片から外れないので、湾曲操
作を円滑に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の操作部の湾曲操作状
態の平面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の側面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡の操作部の平面図であ
る。
【図４】従来の内視鏡の操作部の湾曲操作状態の平面図
である。
【符号の説明】
１  操作部
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１ａ  グリップ部
２  挿入部
３  湾曲部 *
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*１１  湾曲操作片
１１ａ  指先係合面
１２  土手状部

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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